
埼玉県における「道の駅」のあり方に関する調査･研究

1. 事業の背景・目的
道の駅は、「休憩機能」「情報発信機能」「地域連携機

能」を併せ持つ施設として、1993年に誕生し、地域を発

展させる拠点として注目を集め、全国で1,100か所、埼玉

県においても20か所の道の駅が整備され、多くの市町村

が地方創生の拠点として道の駅事業の導入に向けた調

査や検討、開業に向けた準備を進めています。

道の駅は、経営面では「直売（農産物直売所）」「物販

（加工品・土産品）」「飲食」の管理運営の最適化が重要

とされ、一方で売上・利益を追求するだけではなく、地域

資源を活用した新たな商品やサービスの開発、地域交

流など地域振興拠点としての役割も求められます。しか

し、既存の道の駅の中には、経営改善を要する道の駅

や、地元産品の発掘及びその活用が疎かとなり地域経

済に価値を生み出していない道の駅も見受けられます。

本調査・研究は、中小企業診断士に求められる「道の

駅」に対する経営指導や農産物及びその加工品の販

売・マーケティングに関する知見・ノウハウの向上を図り、

地域活性化における診断士の役割を高めることを目的

に企画し、全国協会の調査・研究事業として採択されま

した。

2. 実施内容

(1) 研究会に委員会を編成
当研究会を中心とした21名の県協会員で委員会を編

成し、調査・研究事業を開始しました。

(2) 道の駅に関する文献調査
国土交通省をはじめ様々な文献から、道の駅の概要

から期待される役割、その収益構造や経営チェックポイ

ントなどについて整理しました。 （報告書第1章・第2章）

(3) 県内道の駅の実態調査
埼玉県内20か所の道の駅および設置主体である市町

村に対して、アンケート調査を行うとともに、7つの道の駅

を選定し、ヒアリング等実地調査を実施しました。

（報告書第3章）

(4) 先進的な道の駅の事例研究
全国モデルの道の駅や都市近郊型の道の駅、その他

埼玉県に参考となる道の駅を選定し、文献やホームペー

ジを中心に様々な角度から事例研究を実施しました。

（報告書第4章）

(5) 道の駅のあり方に関する提言とりまとめ
道の駅の課題や成功要因、期待される役割をまとめ、

埼玉県における道の駅の目指すべき姿や実現のための

具体的施策を提言しました。 （報告書第5章）

2021年度はコロナ禍のため、Zoomによるミーティング

やビジネスチャットツールSlackを併用した意見交換を中

心に報告書をまとめました。

3. フォーラムの開催
本調査・研究事業の成果報告の場として、「埼玉『道の

駅』フォーラム」を開催しました。当日は新型コロナウイル

ス感染症の影響もあり、会場とオンライン（Zoom）を併用

したハイブリッドでの開催となりました。

フォーラムでは地域商社のモデル的

な存在である、（株）ファーマーズ・フォ

レストの松本社長様の基調講演と報告

書の概要説明を行いました。

当日は市町村の産業振興の担当者

を中心に66名の参加者があり、道の駅

に対する関心の高さを感じました。

名称：「埼玉『道の駅』フォーラム」

～埼玉県における道の駅のあり方を考える～

日時：2022年2月17日（木）14:00～16:20

場所：埼玉会館2階ラウンジ/オンライン配信（Zoom）併用

内容：

①基調講演「これからの道の駅に求められる地域振興

拠点としての機能」

講師：株式会社ファーマーズ・フォレスト 松本 謙 氏

②調査・研究報告：「埼玉県における道の駅のあり方に

関する調査・検討」

発表：埼玉県中小企業診断協会農業ビジネス研究会

4．まとめ
道の駅は、安定的な収益基盤の構築と地域振興拠点

としての役割の両立を求められており、農業ビジネス研

究会で取り扱うにふさわしい研究テーマとの意見で選定

されました。

私たち中小企業診断士は、中小企業の経営分析を財

務やマーティング、業務プロセス、人材・組織の観点から

実施することがメイン業務ですが、これからはその知見・

ノウハウを個別事業者のみならず、地域活性化に活かす

ことが求められます。私たち農業ビジネス研究会は、地

域課題に向き合い、少しでも地域活性化に貢献できるよ

う活動していきたいと考えています。

本報告書を活用して、埼玉県の道の駅の持続的な発

展のお役に立てることができれば幸いです。

調査・研究事業:農業ビジネス研究会

報告書

フォーラムの様子


